















































































































































































































































































































































































































































































































（59）	 金平「“ 丑話 ” 聖誕」『新民晩報』1992年12月22日第１版。
（60）	 呉敏「大学生冷淡聖誕卡」『新民晩報』1996年12月５日第18版。
（61）	 楽迪「“ 聖誕大餐 ” 遭冷淡」『新民晩報』1996年12月20日第12版。




































（64）	 麦客「聖誕大餐斗不過年夜飯」『文匯報』1996年12月21日第７版。王鷹・李恭震・張艶「“ 平安夜 ” 消費淡出」
『文匯報』1997年12月25日第２版。
（65）	 関口英理『現代日本の消費文化―文化の仕掛けを読み解く』京都，世界思想社，2004年，16～17頁。
（66）	 同前。
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たりしていた。クリスマスプレゼント用の玩具にしても，子供の娯楽のためではなく教育
に役立つものとして宣伝された。そして改革・開放期には，中国の伝統工芸が作り出した
蝋燭や刺繍付ペンダントなどのクリスマス商品が人気になった。これらはグローバルな消
費文化の上海における中国化・現地化の様相，そして上海におけるクリスマス消費の普及
の道筋がユニークなものであったことを明らかにしている。
なお，上海をはじめとする東アジアの各都市では，クリスマスとともに洋食文化が普及
していった。その具体相を続稿で考察したい。
【付記】
本稿は，平成25年度千葉商科大学学術研究助成「20世紀中国のクリスマス消費とグロー
バリゼーションに関する社会文化史研究」にもとづく成果である。
（受理日：平成26年７月18日）
（校了日：平成26年８月26日）
14─　 ─
〔抄　録〕
上海では全中国に先駆けて，1920年代からクリスマス消費が普及しつつあり，1930年代
までに流行し，戦時期と人民共和国初期の停滞をへて，改革・開放の始まった1980年代に
再びブームとなって広く定着した。近代上海のクリスマス消費は，ディズニーキャラク
ターがクリスマスのシンボルになったこと，百貨店が中流階層以上の子供へのクリスマス
プレゼントの普及に決定的な役割を果たしたことなど，欧米や日本などと共通するグロー
バルな面も大きい。他方，中国ではクリスマスが外国の「冬至」や「春節」（旧正月）とし
て認識されたこと，クリスマスプレゼントとして滋養剤やタバコが盛んに宣伝され，その
広告にも幼児が登場したことなど，グローバルな消費文化の中国化の様相も見られる。
